
はじめに
　当学園は、肢体不自由教育部門と病

弱教育部門の併設校です。児童・生徒

一人ひとりの障害・ 疾病から生じる

さまざまな困難に対する主体的な改

善・克服や健康の回復・保持増進を図

る指導を積極的に行うとともに、個々

の能力・特性を最大限に伸ばすことに

より、自立と社会参加の実現を目指し

ています。一人ひとりの能力と特性に

応じた就労や進学を実現するために、

キャリア教育や各教科と自立活動の指

導を行っています。将来の自立と社会

参加に必要不可欠な力を育むために、

子どもたちに対して積極的な読書活動

の推進を行っています。

光明学園の読書活動
（１）読書活動の推進指針

 • 光明図書館活用を一層本格化させ、

都立特別支援学校読書活動研究会の

拠点校として専門家の知見を得なが

ら、読書活動が定着・発展するよう

に全校読書活動の一層推進と他校へ

のノウハウ提供を行う。

①図鑑や絵本に触れる機会の拡大や図

書・新聞を活用した探究などの読書

活動を指導に組み入れた指導事例の

開発・展開

②図書貸出システム稼働による家庭へ

の持ち帰り奨励及び読書奨励賞贈呈

による読書活動の定着及び分教室拠

点に応じた推進

③交流校である世田谷区立梅丘中学校

の図書館や区立図書館の一層の活用

及び公立図書館・国立国会図書館国

際子ども図書館などの団体貸出の積

極的導入

　

＜読書活動推進チーム＞
　光明図書館活動を推進するために、

管理職・読書活動分掌メンバー・情報

教育担当・学習部代表・研究研修部代

表・国語科代表・司書教諭などのメン

バーで構成しています。年間計画は、

つぎのページの通りです。

■肢体不自由のある子どもたち・病弱のある子どもたちへの実践事例

読書活動から言語活動へ
〜マルチメディアDAISY図書の活用

東京都立光明学園

主幹教諭　高澤 昇太郎

主任教諭
つ じ

直美 　逵　 　  
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読書に関する活動 ICT機器を用いた活動 その他

１学期
６月読書活動推進月間→表彰
読書の泉

GIGA端末の活動
図書館貸し出しシステム

POPコンテスト
＊他校との交流

２学期
９月読書活動推進月間→表彰
読書の泉

GIGA端末の活動
図書館貸し出しシステム

POPコンテスト
＊他校との交流

３学期
２月読書活動推進月間→表彰
読書の泉

GIGA端末の活動
図書館貸し出しシステム

POPコンテスト
＊他校との交流

通年

おすすめの図書の紹介
図書館だより発行
東京都立特別支援学校読書活動
研究会（年３回）

マルチメディアDAISY図
書の活用と発信

家読の推進
地域図書館利用の促進
全国公開研究会での発表

読書活動推進チーム

管理職

読書活動を推進するためには、学校の方針として明確に

示され、チームとして活動できる基盤があることが大切

だと考えています。教員の連携で読書活動を推進してい

ます。
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（２）読書月間の実践
　毎月読書活動月間として図書の貸し

出しを推進しています。学期の最高貸

出数は、以下の通りです。

＊S部門（肢体不自由教育部門）、

 B部門（病弱教育部門）
学部 １学期 ２学期
S部門小学部 21 32
S部門中学部 11 15
S部門高等部 ６ ８
B部門小学部 50 67
B部門中学部 10 13
B部門高等部 ４ ５

　学部により偏るところがあるのはな

ぜか。小学部段階では、興味・関心を

促し、中学部で主体的に本を選択する、

高等部で現実的な選択ができるように

なるなど、段階に応じた本との関わり

を考えることが必要であると考えます。

病弱教育部門の50を超える本を読ん

でいる子どもは、恐竜や生き物に関心

があり、将来は博物館の学芸員になり

たいという夢を持っている子どもで、

図鑑などを借りたり、近隣の図書館も

利用したりしている子どもです。得意

なことを読書によりさらに伸ばしてい

くことができました。また月間の図書

表彰では、称賛されることで自己肯定

感が向上する機会になっています。

（３）マルチメディアDAISY図書の貸出
　夏休みなどの長期の休みに、伊藤忠

記念財団から寄贈いただいたマルチメ

ディアDAISY図書を入れたiPadを貸

し出しました。感想を記入するワーク

シートに読んだ本のタイトルと、一言

感想を書く取り組みをしています。感

想を書くことがむずかしい生徒には、

読んだ後の気持ちをイラストで選ぶ工

夫をしています。生徒に人気がある本

は、繰り返しのある構成や視覚的にカ

ラフルなものや文章が短くリズミカル

なものなどです。ページをめくること

が困難な生徒にとって、自動読み上げ

で自分で本が読めることは、余暇活動

の充実につながっています。今後は、

１人１台の情報端末機の活用、クラウ

ドの活用等で、さらに図書を身近にし

ていきたいと考えています。

（４）新聞の活用
　選挙権年齢が18歳に引き下げられた

ことで、在学中から世の中のさまざま

な出来事に関心をもち、自分で考え判

断する力を育むなど、主権者教育の充

実が求められています。光明学園では

職員室の前に各新聞を毎日掲示して、

社会科だけでなく各教科で活用してい

ます。興味ある記事の感想を書いたり

学習グループで壁新聞を作ったりして

います。この習慣が友達や家庭での対

話の充実につながることを期待してい

ます。

、

、
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（５）図書館だよりでの発信
　図書館だよりでは、新刊の紹介や今

年度から始まった給食との連携である

図書コラボ給食を紹介しています。ま

た、図書活動を支えてくれるPTA活動

も紹介しています。

　　

2 0

まとめ
　学習指導要領において、言語活動の

充実及び学校図書館を利用した子ども

たちの自主的、自発的な学習活動や読

書活動の充実が明記されています。読

書活動においては、学校図書館の環境

整備、言語活動においては、障害の重

い子どもたちへの配慮が課題になりま

す。読書バリアフリー法が施行され、

障害の有無に関わらず本に親しむこと

ができるよう、多面的に考えて、これ

からも読書活動を推進していきたいと

ころです。




